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る．専門的なべージである事を考えれば，あ  

る程度は便利に利用されていると判断して  

よいだろう．   

それぞれの分野において，問題を解くプロ  

グラムや，ベンチマークテストが置いてある  

ホームページを，リンクしている．例えば線  

形計画法では，10以上のページがリンクさ  

れている．通常の検索では，線形計画法の授  

業を持っている学科のホームページ等が，す  

べてリストアップされてしまう．このよう  

な点からも，今後もリンクページの重要性は  

増していくものと思われる．また■，学生等の  

初学者や企業等の実務家にとっては，英静の  

ホームページを読む事事態が壁となってい  

る事も多く，「日本静で善かれているホーム  

ページ」の重要性は，まだ暫く廟くものと予  

想している．  

2．これまでの経緯  

1．ホームページ概要   

「最適化ソフトウェアとテスト問題集と  

いうホームページは，以下のような項目から  

なっている．  

●データ構造  

●線形計画法  

●非線形計画法  

●SAT  

●（混合）整数計画  

●幾何計画  

●ネットワークフロー、マッチング  

●最大派閥間題、彩色問題  

●巡回セールスマン問題、ビークルルー   

ティング問題等  

●その他のグラフ上の問題  

●多面体  

●大域的最適化  

● 2次割当問題  

●計算幾何学  

●相補性問題  

●半正定借計画  

●ゲーム理論  

●データ包絡分析  

●確率計画  

．スケジューリン久物流、交通関連  

●時間割問題  

●蕗天軋り問題  

●カッティングストック問題  

●商用ソフトウェア   

現在ヒット数は25，000を超えた程度であ  

「最適化ソフトウェアとテスト間趨集と  

いうホームページを，1995年に立ち上げて  

より，すでに5年が経過した．この5年の間  

にインターネットの展開は凄まじく，ページ  

の有様も随分変わってきた．  

1995年にべ－ジを立ち上げた頃は，最  

適化のホームページは非常に少なく，DI－  

MACS（Rutgers），eLIB（ZIB－Berlin），OR－  

Library（London）といった大きなページば  

かりであった．当時日本には，そのような  

べ－ジが殆ど無かったのが，非常に寂しく感  

じたのが，ホームページを作り始めたきっか  

けであった．また，アクセスにかかる時間が  
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クであり，検索エンジンでは得られない，圧  

縮された情報であろう．このような情報を  

まとめるには，内容に関する深い知識が必要  

である事は見過ごしてはならない．現在構想  

しているのは，リンクページを掲示板型に代  

えて，それぞれのリンクに書評のようなペー  

ジを付けるというものであるが，その効果に  

ついては，疑問も感じている．  

3．ホームページ作成について   

今よりずっと長かったため，無駄なべ－ジの  

探索に費やす時間が惜しく，そのためにもリ  

ンクページは重要であった．例えば，早朝な  

らばアメリカに繋がり易い，などの事実が重  

要な時代であった．   

その後，最適化関連のホームページは，個  

人の作るページが飛躍的に増え，そわらの  

リンクを張り，常に吏新を行うのに非常に  

時間を費やす事となった．これら個人のペー  

ジの多くは，博士課程から助手といった，若  

手の研究者によって作られるものが殆どで  

あった．しかしながら個人のページは，放置  

されて時代遅れになってゆくものも多く，こ  

れら全てを追う事は無意味である事が序々  

に判明した．しかし，この時期においても残  

念であったのは，自らの研究分野について，  

網羅的なホームページを個人的に作るとい  

う流行は，日本の最適化の分野では発生しな  

かった事である．  

2．今後のヴィジョン   

日本の研究者においても，自分の研究分野  

についてホームページの作成を積極的に行っ  

て欲しいと，強く厳っている．今後は，検索  

羊ンジンの発達により，検索エンジンに以下  

にかかるように単語を選ぶかが，重要な鍵と  

成る．ホームページを作った際は，数日たっ  

てより，ロボット型の検索エンジンを使って，  
どのようなキーワードで引くことができる  

かチェックしなければならない．   

また内容については，もちろん，コンテン  

ツ自体が最も重要であることは言うまでも  

無い．それに加えて，必ず出典を記すという  

昔ながらの論文スタイルを守る事が，信頼  

度を高め，他のホームページとの一線を画す  

ポイントとなると予想している．  

現在，科研費の特別研究グループ「アルゴ  

リズム工学」において，初めて，日本におけ  

るソフトウェアの網羅的なべ－ジが作られ  

ようとしている．初めての試みであり，様々  

な問題を解決せねばならないだろうが，今後  

の発展に寄与する所は大であると思う．   

プログラム自体は，そのアルゴリズムや首  

肯が時代とともに，急速なスピードで移り変  

わるため，容易に陳腐化しやすい．また，問  

題意識も非常に速いスピードで変わるため，  

研究分野自体の栄枯盛衰のスピードも速まっ  

ている．そのスピードに付いて行きながら，  

リンクページを更新するのに限界を感じつ  

つある．   

重要なのは，短くまとめられた有用なリン  
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